
２
月
８
～
22
日
、
県
本
部

保
育
部
会
は
、
５
年
目
と
な

る
「
自
治
体
保
育
担
当
課
の

訪
問
要
請
」
を
県
内
12
市
町

で
実
施
。
県
本
部
保
育
部
会

役
員
、
単
組
役
員
・
書
記
・

保
育
士
な
ど
11
単
組
27
人
が

参
加
。
事
前
に
「
全
県
保
育

ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
、

全
20
市
町
か
ら
の
「
回
答
」

を
「
一
覧
表
」
に
ま
と
め
、

訪
問
時
に
「
要
望
書
」
と
一

緒
に
手
渡
し
懇
談
。
ど
の
自

治
体
も
保
育
士
不
足
で
保
育

士
の
確
保
に
苦
慮
し
、
処
遇

改
善
を
実
施
・
検
討
し
て
い

る
様
子
で
し
た
。
あ
る
担
当

者
か
ら
は
「
国
の
保
育
士
の

規
制
緩
和
は
お
か
し
い
と
思

う
」
な
ど
の
見
解
も
あ
り
ま

し
た
。

保
育
部
会
は
２
月
28
日
に

「
幹
事
会
」
を
開
催
し
７
単

組
９
人
が
参
加
。
は
じ
め
に

青
年
部
作
成
『
組
合
紹
介
Ｄ

Ｖ
Ｄ
』
を
視
聴
。
続
い
て

「
２
月
の
自
治
体
保
育
懇
談

会
」
の
様
子
を
交
流
し
、
参

加
し
た
幹
事
さ
ん
の
感
想
を

出
し
あ
い
ま
し
た
。
「
事
前

に
全
20
市
町
か
ら
ア
ン
ケ
ー

ト
を
取
っ
て
い
た
の
で
当
日

懇
談
し
や
す
く
、
深
ま
っ
た
」

「
自
分
の
保
育
の
振
り
返
り

に
な
っ
た
」
「
担
当
課
の
考

え
て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
、
現
場
の
声
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
よ
か
っ
た
」
「
日
々

の
業
務
や
保
育
士
の
温
度
差

な
ど
が
あ
る
が
、
ま
ず
は
懇

談
会
の
こ
と
を
組
合
員
に
伝

え
た
い
」
「
親
組
合
か
ら
超

勤
調
査
の
提
案
が
あ
る
の
で

保
育
部
で
実
施
し
た
い
」
な

ど
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

『
四
国
保
育
団
体
合
同
研
究

集
会
』
（
２
年
後
に
愛
媛
開

催
）
参
加
よ
び
か
け
や
「
公

立
保
育
所
（
園
）
の
民
営
化
・

認
定
こ
ど
も
園
化
な
ど
の
調

査
」
を
実
施
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

２
月
12
～
26
日
「
愛
媛
労

連
16
春
闘
要
求
キ
ャ
ラ
バ
ン

行
動
」
を
全
県
で
実
施
。
単

組
要
求
に
関
連
し
て
、
次
の

よ
う
な
見
解
表
明
が
あ
り
ま

し
た
（
要
約
抜
粋
／
文
責
県

本
部
）
。

【
四
国
中
央
市
】
賃
金
は
労

働
者
・
市
民
の
生
活
の
基
盤

と
認
識
。
人
勧
に
も
と
づ
き

職
員
給
与
を
改
定
し
、
新
年

度
に
非
正
規
の
賃
金
改
定
も

予
定
し
て
い
る
。

【
新
居
浜
市
】
計
画
的
な
職

員
採
用
を
行
っ
て
い
る
。
ス

ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
制
度
は
Ｈ

28
年
度
実
施
に
向
け
、
現
行

制
度
で
足
り
な
い
部
分
を
検

討
し
整
備
し
て
い
く
。

【
今
治
市
】
昨
年
夏
か
ら
月

１
回
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
実
施

す
る
な
ど
超
勤
務
縮
減
を
め

ざ
し
、
補
正
予
算
で
対
応
し

不
払
も
解
消
し
て
い
る
。

【
東
温
市
】
職
員
採
用
増
や

し
て
い
る
が
内
定
後
に
辞
退

が
多
く
苦
慮
。
非
正
規
職
員

は
切
れ
目
な
い
採
用
（
再
度

の
任
用
）
が
可
能
に
な
り
継

続
し
て
来
て
も
ら
っ
て
い
る
。

【
伊
予
市
】
定
数
以
上
に
採

用
内
定
出
す
が
辞
退
多
い
。

特
に
技
術
職
は
新
採
が
し
ば

ら
く
な
く
技
術
継
承
が
で
き

な
い
。
臨
時
保
育
士
が
集
ま

ら
な
い
た
め
、
Ｈ
27
年
度
に

賃
金
単
価
を
引
き
上
げ
た
。

【
内
子
町
】
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ

ク
は
厚
労
省
の
設
問
モ
デ
ル

を
使
用
し
、
産
業
医
と
の
連

携
を
図
る
た
め
に
新
年
度
予

算
要
求
す
る
。

【
大
洲
市
】
非
正
規
職
員
の

処
遇
改
善
を
す
す
め
て
い
る
。

「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
に

向
け
た
政
府
の
動
き
に
関
心

を
も
っ
て
い
る
。

【
西
予
市
】
非
正
規
職
員
の

改
善
は
県
下
で
も
す
す
ん
で

い
る
方
だ
と
思
う
が
、
専
門

職
の
人
材
確
保
は
困
難
、
さ

ら
な
る
条
件
改
善
も
必
要
。

残
業
時
間
が
か
な
り
多
い
部

署
も
あ
る
。
組
合
か
ら
実
態

は
聞
い
て
お
り
、
人
員
配
置

見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

（１） 第４７０号
自 治 労 連 愛 媛 ２０１６年 ３月２０日

第 ４７０ 号

日 程

【３月】
17 2016春闘全国統一行動日
19 愛媛労連組織拡大交流会
22 県民大運動各界連総会
23 南予総支部会議（西予）
27 社会保障拡充集会（松山）
28 県公務員共闘会議・県知

事あて要請（県庁）
31 社保庁不当解雇撤回闘争

地裁判決（高松）
【４月】
２ 県学習協・戦争法学習会
10 保育部会幹事会
15 健自治体問題研究所理事

会・戦争法学習会
16 県本部拡大執行委員会
16 青年部幹事会
21 東予総支部会議（新居浜）
【５月】
１ メーデー集会（各地域）
３ 愛媛憲法集会（松山）
11 県自治体問題研究所総会
13 自治労連中央委員会

（福島～14）
14 県本部野球大会（今治）
18 県本部拡大執行委員会
20 夏季闘争中央行動（東京）

３／７（月）高松市での『春闘四国総行動』は、ＪＲ高松駅前の決起集会、デモ行進のあと、
ＪＲ四国本社や国機関の運輸局・経済産業局・地方整備局・労働局などに要請。人事院四国事

務局では次のやりとりがありました。（要約抜粋/文責県本部）

【自治労連】2015人勧は「官民較差」の8割を地域手当にあてたため、地域手当の
ない地方では「官民較差」が解消されない。人口50万人の松山市に手当がないな
ど「支給基準」にも疑問と批判は大きい。地域手当制度は「地域間格差」を拡大し、政府の「地方創生」にも逆行し、
地方自治体の人材確保にも影響を与えている。

《人 事 院》地方からの意見を本院に伝えている。意見をいただくことで本院が考えることにつながると考えている。
【自治労連】地方自治体では、保育・医療や技術職の人員確保がいっそう困難になっている。近年は採用辞退も多い。

地域間格差の縮小、さらに初任給や若年給与の改善を、今年の勧告ではいっそう重視してほしい。
《人 事 院》国家公務員も新規採用がきびしい状況にあると認識している。採用辞退もあり、採用枠があるのに応募が

ないケースもある。人事院としても「公務の人材確保」に危機感を持っている。
【自治労連】国の非正規・非常勤職員は、正規職員の給料表改定に準じて賃金・報酬単価が改定されるのか？
《人 事 院》2008人事院指針により1級初号を基準に改定される。非常勤の処遇には問題意識を持っている。



伊
予
市
職
労
女
性
部
は
２

月
19
日
、
松
山
市
の
イ
タ
リ

ア
ン
レ
ス
ト
ラ
ン
で
「
学
習

会
＆
交
流
会
」
を
開
催
し
女

性
部
員
23
人
が
参
加
。
移
動

の
た
め
の
バ
ス
を
借
り
切
り

全
員
が
乗
り
込
ん
だ
後
、
久

保
竜
児
副
執
行
委
員
長
を
講

師
に
「
給
与
明
細
書
の
内
容

と
年
休
取
得
に
つ
い
て
」
の

学
習
を
行
い
、
昨
年
10
月
か

ら
導
入
さ
れ
た
「
社
会
保
険

月
額
報
酬
制
度
」
な
ど
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
で
の
交
流
会
で
は
、
女

性
部
を
代
表
し
て
久
保
光
代

部
長
の
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、

落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
店
内

で
、
次
々
と
運
ば
れ
る
料
理

を
楽
し
み
な
が
ら
、
仕
事
や

日
ご
ろ
の
こ
と
な
ど
、
に
ぎ

や
か
に
話
し
な
が
ら
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
お

土
産
に
焼
き
菓
子
セ
ッ
ト
も

い
た
だ
き
、
オ
シ
ャ
レ
で
満

足
の
い
く
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

新
居
浜
市
職
労
は
２
月
20

日
「
青
年
部
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ

ツ
ア
ー
」
を
実
施
し
、
19
人

の
参
加
で
『
瑞
穂
ハ
イ
ラ
ン

ド
』
（
島
根
県
）
に
出
か
け

ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
雨
で

し
た
が
、
ス
キ
ー
ス
ノ
ボ
を

満
喫
。
バ
ス
の
中
で
盛
り
上

が
り
、
仲
良
く
ラ
ン
チ
タ
イ

ム
で
も
交
流
。
「
楽
し
か
っ

た
！
」
「
来
年
も
行
き
た
ぁ

～
い
」
の
声
が
あ
ふ
れ
た
ツ

ア
ー
と
な
り
ま
し
た
。

松
山
市
職
労
現
業
分
会
は

２
月
22
日
、
清
掃
職
場
で

「
共
済
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
説
明

会
」
を
実
施
し
約
40
人
が
参

加
。
曽
根
書
記
が
「
今
回
の

と
り
く
み
は
『
組
合
員
み
ん

な
の
安
心
・
支
え
あ
い
』
の

組
合
活
動
で
す
。
健
康
告
知

該
当
の
仲
間
も
加
入
で
き
る

よ
う
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
全
員

の
協
力
を
」
と
訴
え
、
『
加

入
申
込
書
』
『
健
康
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
』
の
記
入
方
法
を

説
明
。
参
加
者
か
ら
の
「
基

準
を
超
え
て
加
入
で
き
た
健

康
告
知
者
は
10
月
に
継
続
で

き
る
の
か
？
」
「
継
続
の
際

に
家
族
も
加
入
で
き
る
か
？
」

「
こ
の
機
会
に
火
災
共
済
に

加
入
し
た
い
」
な
ど
の
質
問
・

要
望
に
て
い
ね
い
に
答
え
、

そ
の
場
で
記
入
を
お
願
い
し
、

37
人
の
加
入
申
し
込
み
が
あ

り
ま
し
た
。
今
後
、
清
掃
以

外
の
現
業
職
場
を
、
２
月
～

３
月
に
堀
内
委
員
長
や
曽
根

書
記
が
訪
問
し
、
現
業
組
合

員
全
員
と
対
話
し
「
共
済
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
参
加
」
を
よ
び
か

け
る
計
画
で
す
。

２
月
20
日
、
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
青
年
部
『
反
核
へ
ん
ろ
』

愛
媛
コ
ー
ス
に
４
単
組
13
人

が
参
加
。
今
治
市
「
56
番
札

所
泰
山
寺
」
か
ら
「
57
番
栄

福
寺
」
「
58
番
仙
遊
寺
」
の

３
つ
の
お
寺
を
お
遍
路
し
ま

し
た
。
当
日
は
あ
い
に
く
の

雨
天
で
し
た
が
、
参
加
者
は

「
泰
山
寺
」
を
お
参
り
し
て

元
気
に
出
発
。
雨
の
中
で
の

へ
ん
ろ
に
車
か
ら
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
映
画
『
ボ

ク
は
坊
さ
ん
』
の
原
作
で
知

ら
れ
る
「
栄
福
寺
」
に
到
着

後
、
降
り
続
く
雨
で
次
の
お

寺
へ
は
道
も
か
な
り
険
し
い

た
め
、
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し

て
「
仙
遊
寺
」
に
到
着
し
ま

し
た
。
今
年
の
『
反
核
へ
ん

ろ
』
は
２
月
28
日
の
香
川
コ
ー

ス
で
終
結
し
ま
す
。

今
治
市
職
と
今
治
水
道
労

組
は
２
月
16
日
「
合
同
執
行

委
員
会
」
を
開
催
し
15
人
が

参
加
。
後
藤
県
本
部
委
員
長

が
、
ま
ず
「
年
度
末
交
渉
の

全
県
状
況
」
を
報
告
し
、
今

治
市
労
連
（
市
職
・
水
道
・

一
般
）
の
２
月
24
日
団
体
交

渉
で
、
給
与
改
善
・
人
事
評

価
制
度
・
人
員
確
保
・
非
正

規
賃
金
な
ど
重
点
要
求
の
前

進
を
め
ざ
す
こ
と
を
確
認
。

続
い
て
「
自
治
労
連
共
済
実

感
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に
つ
い

て
「
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
で
生

ま
れ
た
労
働
組
合
は
『
ケ
ガ

で
休
業
し
た
仲
間
を
み
ん
な

で
助
け
よ
う
』
が
誕
生
の
キ
ッ

カ
ケ
」
と
話
し
、
市
労
連
の

４
月
以
降
の
と
り
く
み
を
要

請
。
そ
の
後
、
市
職
・
水
道

の
執
行
委
員
会
で
、
市
職
で

は
提
案
が
あ
っ
た
「
分
限
条

例
・
規
程
整
備
」
が
「
今
後

６
年
間
で
職
員
１
０
０
人
削

減
方
針
に
こ
の
制
度
が
使
わ

れ
な
い
か
不
安
」
な
ど
、
水

道
で
は
「
年
度
末
で
残
業
が

集
中
」
「
技
術
職
が
不
足
。

応
募
の
年
齢
制
限
撤
廃
や
高

卒
採
用
が
必
要
」
な
ど
の
意

見
が
出
ま
し
た
。

小
林
節
先
生
（
慶
応
大
学

名
誉
教
授
）
の
講
演
会
『
安

保
法
制
（
戦
争
法
）
こ
れ
で

い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

安

保
法
制
の
成
立
過
程
と
廃
止

の
展
望
』
に
、
２
月
17
日
松

山
市
３
０
０
人
、
18
日
四
国

中
央
市
４
０
０
人
余
と
多
数

の
市
民
が
参
加
。
小
林
さ
ん

は
「
こ
れ
ま
で
戦
争
に
行
け

な
か
っ
た
国
が
行
け
る
よ
う

に
な
る
。
憲
法
９
条
は
ど
う

読
ん
で
も
戦
争
の
道
具
（
軍

隊
）
を
持
て
な
い
。
権
限

（
交
戦
権
）
を
行
使
で
き
な

い
と
あ
る
。
希
望
は
十
分
に

あ
る
。
私
と
正
義
感
を
共
有

で
き
る
な
ら
努
力
し
て
ほ
し

い
」
と
訴
え
ま
し
た
。

■
つ
め
た
～
～
い
。
さ
む
～

～
い
。
春
よ
早
く
こ
い
。

（
西
条
・
日
野
）

■
昨
年
は
孫
（
姫
２
人
）
生

ま
れ
ま
し
た
。
今
年
は
桃
の

節
句
に
大
忙
し
で
す
。

（
周
桑
病
院
・
大
西
）

■
「
50
歳
」
の
手
習
い
で
は

じ
め
た
『
オ
カ
リ
ナ
』
、
最

近
Ｄ
ｕ
ｏ
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
素
敵
な
音
色

で
す
ヨ
！

（
西
条
・
青
木
）

■
生
ま
れ
て
13
年
の
飼
い
猫

が
エ
サ
を
食
べ
ず
は
や
３
日
。

老
衰
か
と
思
っ
て
い
た
ら
、

大
好
き
な
三
女
が
帰
省
し
た

途
端
に
食
べ
始
め
ま
し
た
。

見
事
に
復
活
。
愛
は
強
し
。

（
西
予
・
竹
森
）

■
年
明
け
頃
か
ら
、
毎
晩
寝

る
前
に
ス
ト
レ
ッ
チ
を
す
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
体
が

か
た
い
し
、
自
分
に
甘
い
の

で
全
く
無
理
は
で
き
な
い
の

で
す
が
、
徐
々
に
柔
ら
か
く

な
っ
て
き
て
楽
し
い
で
す
。

そ
れ
に
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
い
る
と
猫
が
寄
っ
て
く
る

の
が
か
わ
い
い
で
す
。
邪
魔

に
は
な
り
ま
す
が
、
ス
ト
レ
ッ

チ
と
相
ま
っ
て
癒
や
し
効
果

が
あ
が
り
ま
す
。

（
西
条
・
羽
藤
）

■
娘
も
い
よ
い
よ
高
校
受
験
。

挫
折
や
失
敗
を
経
験
し
て
人

と
し
て
大
き
く
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
や

は
り
志
望
校
に
は
す
ん
な
り

合
格
し
て
ほ
し
い
と
い
う
の

が
親
と
し
て
の
正
直
な
気
持

ち
で
あ
る
。

（
四
国
中
央
・
笹
本
）

自 治 労 連 愛 媛
（２）第４７０号 ２０１６年 ３月２０日

■
４
６
８
号
の
パ
ズ
ル
の
答

え
は
「
エ
ヒ
メ
コ
ク
タ
イ
」

（
愛
媛
国
体
）
で
し
た
。
正

解
は
７
通
で
し
た
。
正
解
者

の
な
か
か
ら
５
人
の
方
に
図

書
カ
ー
ド
を
進
呈
い
た
し
ま

す
。
（
敬
称
略
）

笹
本
與
志
雄
（
四
国
中
央
）

青
木

晴
美
（
西

条
）

竹
森

千
晶
（
西

予
）

山
岡

昭
彦
（
四
国
中
央
）

日
野

久
美
（
西

条
）

【
応
募
方
法
】
パ
ズ
ル
の
解

答
、
氏
名
、
住
所
、
単
組
名

を
忘
れ
ず
に
。
ま
た
、
余
白

に
紙
面
の
感
想
、
職
場
や
家

庭
で
の
出
来
事
な
ど
を
お
書

き
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
な

か
か
ら
５
人
の
方
に
図
書
カ
ー

ド
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

【
送
り
先
】
自
治
労
連
愛
媛

県
本
部
パ
ズ
ル
係

〒
７
９

０
‐
０
０
０
３

松
山
市
三

番
町
８
丁
目
10
‐
２
（
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
メ
ー
ル
も
可

１
面
題

字
下
に
記
載
）

【
締
切
り
】
４
月
27
日
【
発

表
】
４
７
２
号
（
５
月
号
）

出題者 堀川孝行

【ヨコのカギ】
①新鮮な大根の○○○○○○とした歯ざわり

④他人の意見や考えを自分の意見のように

言うこと

⑦物事の関係が密接。○○○○な連絡を取る

⑧子守歌。泣くな○○○○ねんねしな

⑨いつまでも○○○○悩まずに切り替えを！

【タテのカギ】
①神仏の教え

②物事をきわめること。最後の到達点

③○○ちゃ、○○キー、○○ごとなき

⑤書道で手本を見てそのとおりに書くこと

⑥「左きき」のことを俗にこう呼ぶ

マ
ス
目
を
埋
め
、
二
重
枠
の
７
文
字
で
、

人
間
の
自
由
や
平
等
を
尊
重
す
る
立
場
の

政
治
体
制
に
し
て
下
さ
い
。

お
た
よ
り

あ
り
が
と
う


